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１．はじめに

　わが国は、戦後より豊かな生活の実現等を目的に

社会基盤整備を行ってきた。戦後まもない期間は、

度重なる自然災害から国土を保全するため、また食

料を安定的に確保するためというように、安全性や

食料の安定を希求するものであり、高度経済成長期

は、経済発展と共に、より便利なもの・快適なもの

を求めるという物質的な豊かさを得ようとするもの

であったと言える。近年、豊かさに対する価値観が

多様化したと言われるが、その中で「ゆとり」、

「安らぎ」、「いやし」等という精神的な要素の占

める割合は大きいと考えられる。したがって、今後

の社会基盤整備にあたり、利便性向上等にみられる

物質的な側面のみならず、精神的な側面からも事前

評価する必要が生じてくると思われる。

　そこで本研究では、豊かさの中での精神的側面を

位置づけるため、現在それがどの程度重要視されて

いるか、また、それを高めるものとして社会基盤整

備がどのような関わりを持ってきたか等を分析する。

　既往の関連研究として、ハッピネス概念規定に基

づき、ハッピネスの尺度作成を目的とした高齢者の

幸福感構造に関する研究1)、社会資本整備に対する

欲求特性及び地域形態に着目した住民ニーズに関す

る研究2)、国土交通ネットワークが地域経済に及ぼ

す影響を経年的に把握した研究3)等がある。本研究

は、これら研究とその方向性が類似するが、住民意

識調査に基づき、豊かさに占める各要素の重要度の

変化を時系列で考察したという点で性格を異にする。

　ここで、社会基盤整備による影響は広範に及ぶも

のであるから、その影響を考察するには、全国を対

象とすることが望ましい。しかしその場合、影響因

子が多く、またそれらが複雑に関連するため、分析

結果の明確性に困難が生じる。そこで、全国的にみ

て交通基盤整備の遅れている秋田市を対象に、社会

基盤整備が住民の豊かさに与えた影響を把握するこ

ととした。秋田市周辺では、過去より八郎潟干拓、

新産業都市指定による工場立地などの大規模プロジ

ェクトが実施されており、その前後で価値観が大き

く変化したと考えられる。

　本研究では、こうした影響を把握するに際し、ま

ず過去の社会基盤整備と社会経済データのマクロ分

析を踏まえた上で、住民意識調査に基づき豊かさに

占める精神的な要素の特性分析を行う。

２．秋田市周辺の開発の歴史

　秋田市周辺では、古くは雄物川の改修工事（大正

6年～昭和13年）から始まり、八郎潟の干拓（昭和3

2～38年）、全国総合開発計画における新産業都市

指定による工業化（昭和37年～）、新秋田空港の整

備（昭和56年）等の大規模プロジェクトが実施され

てきた。その中で、八郎潟の干拓および新産業都市

による工業化について、それが果たした役割を考察

する。

(1)八郎潟干拓

　八郎潟干拓は、戦後のあらゆる物資が欠乏した中

で、食料増産が緊急課題となり、食料の安定的供給

を目的に八郎潟約22haの77％にあたる約17haを干拓

して農場を整備するプロジェクトである。

　図-1は、大潟村の収穫量およびその全県に対する

割合を示したものである。昭和43年から昭和49年に

かけて、大潟村の秋田県全体に対する収穫量の割合

は急激に高くなり、昭和49年には秋田県の市町村の
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中で最も生産量が多くなった。昭和45年には減反が

開始され、収穫量は秋田県全体でみると急激に減少

したものの、農薬の使用と農具の機械化により、大

潟村の収穫量は毎年確実に増加することとなった。

　八郎潟の干拓完了後、米などの生産開始により、

安定的な食糧確保という役目を果たすことができた

が、しばらくして米の生産調整が行われる状況へと

変化した。これは、戦後間もない頃の食料不足時に、

食料増産を目指していたものが、工事完了時には、

それが安定的に供給されるように変化したことから、

もはや喫緊の重要課題ではなくなったことを示して

いる。ゆえに、その当時より、社会に求められたも

のが食料の確保から、何か別のものへと変化したと

考えられる。
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図-1 秋田県に占める大潟村の収穫量とその割合

(2)新産業都市

　昭和37年に策定された全国総合開発計画では、秋

田臨海地域が新産業都市として指定された。これは、

秋田がこれまで食料、木材および鉱物等の素材産業

から工業化へと変化するための契機になるものであ

る。その計画に伴い、秋田県では秋田県総合開発計

画を策定し、秋田臨海地域に鉄鋼、石油、石油化学

などが主体の大型工業地を建設することとなった。

　図-2は県民1人あたりの分配所得とその対前年増

加率を示したものである。これらの図から、新産業

都市の指定とともに、急激な変化がみられることか

ら、大きな影響を生み出したことがわかる。こうし

た変化の背後には、工業化が一段と進むよう基盤整

備を十分に整えたことがあげられ、社会基盤整備の

果たす役割は大きい。

　この頃より、所得倍増政策に見られる、所得水準

の向上、すなわち物質的な満足が豊かさを示すよう

になったと考えられる。

３．住民意識調査による豊かさの把握

(1)住民意識調査の概要

　社会基盤整備の効果は長期に及ぶものであり、ま

たその効果は時間の経過と共に大きくなると考えら

れる。したがって、それを短期的な視点にて判断す

ると、その評価に大きな乖離が生じることになる。

ゆえに、当該地域に長らく居住する住民を対象に、

年表および写真を提示して当時の状況を思い出して

いただき、様々な項目について、豊かさの観点から

現在と比較してどちらを重要視していたか5段階で

回答する方法をとった。調査項目は表-1に示すとお

りで、これまでに実施された関連調査を参考にして

いる。なお、対象とする年代は、昭和30年頃、昭和

40年頃、昭和50年頃、昭和60年頃の4時点である。

本調査の概要を表-2に示す。

表-1 調査項目（全12項目）

睡眠・食事 健康 地域社会

仕事・収入・消費 生活保障 余暇・趣味

居住・環境 家族 教育・文化

安全（交通） 友人・仲間 勤労の質

表-2 調査の概要
調査日 2001年12月

対象者 秋田湾地区住民

調査方法 家庭訪問での配布・郵送回収

公民館での配布・郵送回収

データ数 110（男性51%、女性49%）

回収率 64%

(2)現在の豊かさについて

　本調査では、今現在豊かさを得るために如何なる

項目を重要視するかについても質問しており、この

結果を用いて現在の豊かさについての把握、また社

会基盤整備関連項目がどの程度影響したか分析する。

その際、各項目に対して表-3に示す得点化を行い、

グループ分けをした。

表-3 項目の得点化方法
重視してい

ない

やや重視し

ていない

どちらとも

言えない

やや重視し

ている

重視してい

る

-3 -1 0 +1 +3

　その結果は図-3に示すとおりであり、最大得点の

70%、50%を基準として3つのグループに分けると、

第１グループは、｢睡眠･食事｣、｢居住･環境｣、｢仕
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事･収入･消費｣、｢生活保障｣、｢健康｣、第2グループ

は、｢居住･環境｣、｢仕事･収入･消費｣、｢家族｣、｢友

人･仲間｣、｢地域社会｣、第3グループは、｢余暇･環

境｣、｢教育･文化｣、｢勤労の質｣の項目となる。これ

らはマズローの欲求階層説に照らし合わせると、第

1グループが第一段階の“生理的欲求”および第二

段階の“安全欲求”、第2グループが第二段階の

“安全欲求”および第三段階の“愛情欲求”、第3

グループが第五段階の“自己実現欲求”に相当する

項目群であることがわかる。すなわち、豊かさを得

るために重要とする項目に段階的な順位の存在を確

認でき、これはマズローの欲求階層説と同じ結果に

なることがわかる。つまり、欲求をみたすことが豊

かさを得ることにとって重要であると考えられる。

また社会資本整備関連項目は図-3中の⑨～⑪、⑰～

⑯であり、これらの項目は第1･2グループに属し、

幸福感を得るための得点が高いことから、社会資本

整備は豊かさを得るために重要であると考えられる。

図1　現在の幸福感について
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図-3 現在の豊かさに関する重要度

(3)時代変化に伴う豊かさの変化について

　前節の分析結果を踏まえ、ここでは時代変化に伴

う豊かさの変化について分析する。図-4は、昭和30

年頃と現在を比較し、どちらにおいて重要であるか

示したものである。「仕事･収入･消費」、「勤労の

質」をみると、昭和30年頃の方が重要であり、反対

に「健康」、「余暇･趣味」は、現在の方が重要で

あることがわかる。

　次に、この結果を表-3と同様に得点化し、過去4

時点の変化を示したものが図-5である。これは各項

目について、時代変化と共に重要度がどのように変

化したかを示すもので、この変化は過去から現在に

向かうにつれ、重要度が、1)高くなる、2)低くなる、

3)変わらないの3グループに分けることができる。
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図-5 時代変化に伴う各項目の得点変化

　その中で、変化のある項目について見ると、②

｢仕事･収入･消費｣、⑪｢勤労の質｣については、過去

4時点ともに他の項目より豊かさを得るために重要

であることがわかる。また、それらは時代変化と共

に重要度が低くなることが特徴的である。③｢健康｣、

⑤｢安全(交通)｣、⑧｢余暇･趣味｣、⑫｢生活保障｣は、

現在の得点が高く、過去4時点では重要とされてい

ない項目と考えられる。また、⑧｢余暇･趣味｣は現

在に近づくにつれ重要となるよう変化している。

　以上より、②｢仕事･収入･消費｣の項目の重要度が

低くなり、⑧｢余暇･趣味｣の重要度が高まったこと

から、過去には経済的な豊かさが優先されていたが、

時代変化とともに精神的な豊かさが重要視されるよ

うになってきたと考えることができる。

 (4)豊かさの相互関連性について

　前節の分析から、それぞれの要素の重要性が時代

変化と共にいかなる変化をしてきたか把握できた。

その結果は、精神的な豊かさへの希求が時代の変化

と共に大きく変化することを示すものである。また、
図-4 昭和 30 年頃と現在の比較
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物質的な豊かさについては、年々そのウェイトを減

少させていることが明らかになった。このように、

経年的な変化を把握することができたが、項目の近

接性や類似性等に対する考察が十分に出来ていない。

　以上より、ここでは、それぞれの項目の相対的な

位置関係に着目し、それぞれがどのような意味合い

を持つか明らかにする。その際、項目間の距離を明

示的に分析可能なクラスター分析を用いる。

　分析に用いるデータは昭和30年頃、40年頃、50年

頃、60年頃の過去4時点において、12項目それぞれ

に対する重要度の割合である。クラスター分析を行

うに際し、距離はユークリッド距離を用い、結合方

法としては最近隣法を用いた。各年代個々にクラス

ターツリーを作成した後に、結合距離0.09でグルー

プ分けした。この数値は、4つのクラスターツリー

における結合距離の平均値である。

　分析の結果をグループ毎に示したのが表-4である。

表-4 各年代の分類

グループ 昭和30年頃 昭和40年頃 昭和50年頃 昭和60年頃

Ⅰ ⑪ ⑪ ⑪ ⑪

Ⅱ ② ② ② ②

Ⅲ ⑨ ⑨ ⑨⑩ ⑨

Ⅳ ⑩ ⑩ ⑩

Ⅴ ⑥ ③ ④ ④

Ⅵ ③⑤⑧⑫ ④⑦⑤⑧⑫ ③⑤⑧⑫
①③⑥⑦⑤

⑧⑫

Ⅶ ①④⑦ ①⑥ ①⑥⑦

　この表より、各項目は大きく2つに分けられる。

すなわち、ⅰ）各年度で独立する項目とⅱ）年度を

経過するごとに帰属グループが変化する項目である。

　ⅰ）については、アンケート回答をみると、各年

の重要度が他項目と比べ大きく、また変化の少ない

もの（⑪②）、および回答に「どちらでも良い」の

項目が多いもの（⑨⑩）とに分けられ、また結合距

離が経年的にほとんど変化しないことが特徴である。

　したがって、結合距離の変化するⅱ）に分類され

た3項目（①④⑦）について、その変化をもとに、

重要度の変化を考察する。図-6は、それぞれの位置

関係の変化を示したものである。図より、①と⑦は

一度離れるものの、その後近接すること、④はお互

いから離れる傾向にあることがわかる。④のアンケ

ート回答を詳細に見ると、年を経過するとともに、

急激にその重要性を減少させていることがわかり、

これはすなわち、物質的な豊かさへの重要度が低下

していることを示している。一方で①については、

経年的に重要度を減少させてはいるものの、その程

度が大きくないこと、また⑦については、若干では

あるが経年的にその重要度を増加させていることが

わかる。①、⑦については最終的に③、⑥などと同

じグループに属することを考えると、精神的なもの

と生理的なものとが、同様の傾向を有することがわ

かる。また、これらは④などといった物質的なもの

から大きく乖離する傾向にあることもわかる。

昭和30年 昭和40年 昭和50年 昭和60年

① ①①①④ ④④④

⑦⑦
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①：睡眠・食事　④：居住・環境　⑦：友人・仲間を示す
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図-3 経年的距離変化（グループⅱ）

４．まとめ

　本研究では、これからの社会基盤整備において精

神的な豊かさの重要性が増加するようになると考え、

これについて過去よりその重要性がどのように変化

してきたか、社会経済データおよび住民の意識デー

タの両面から分析した。その結果、社会経済データ

の分析からは、豊かさへの重要性が変化する事象を

明らかにできた。また、住民意識調査の分析からは、

現在の豊かさについて、｢睡眠･食事｣、｢居住･環境｣

の項目は、幸福感を得るための重要度が高く、｢余

暇･趣味｣の重要度が低いことから、豊かさはマズロ

ーの欲求段階に合致することが確認できた。また、

過去4時点での変化から、｢仕事･収入･消費｣の重要

度が低く、また、｢余暇･趣味｣の重要度が高く変化

していることから、時代変化とともに社会資本整備

が充実されたこと等から、経済的な豊かさから精神

的な豊かさへ重要度が少しずつ移行してきたと考え

られる。

　今後は、都市の発展形態によって、豊かさに変化

が見られると考えられ、都市がどのように発展して

きたかという視点で、研究を進めていきたい。
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